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背景 

発話に付随するジェスチャーは、聞き手の理解を助けるだけでなく、話者自身の情報処理を促進する効果

を持つ。ジェスチャーの使用や理解には大きな個人差があることが知られているが、日本において個人の

ジェスチャーに対する価値観や態度を測定する標準化された尺度は存在しなかった。本研究は、Nagels ら

（2015）が開発したジェスチャー簡易評価尺度（BAG）の日本語版を作成し、その心理測定的特性を検証す

ることを目的とした。 

 

結果 

探索的因子分析の結果、日本語版 BAG は以下の 3 因子から構成されることが明らかになった 。 

否定的態度（第 1 因子）: 他者のジェスチャーに対し、気が逸れる、落ち着かないといった否定的な反応

を示す傾向。 

機能的活用（第 2 因子）: 騒がしい場所や言葉が通じない場面で、意図的にジェスチャーを用いて情報を

補おうとする傾向。 

親和性（第 3 因子）: 日常的にジェスチャーをよく使い、自身の表現手段として親しんでいる傾向。 

内的整合性の検討において、第 1 因子は十分な信頼性を示し、第 2・第 3 因子も中程度の信頼性が確認さ

れた。 

また、実際の発話場面におけるジェスチャー数との相関分析の結果、「機能的活用（r = .400）」および「親

和性（r = .313）」の因子得点は、実際のジェスチャー産出数と有意な正の相関を示した。一方、否定的態

度は産出数との相関が確認されず、他者の動作への受容態度と自身の産出行動が独立した側面である可能

性が示唆された。  
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